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研究成果の概要 

 

本課題初年度となる 2022年度においては、先行して実施した CREST課題での成果に基づき、X

社および Y技術組合から抽出した具体的なシステム要件を反映することで、これら企業・機関にお

ける実システム上で即稼働可能な技術の開発を進めた。また、協力銀行にシステム導入したプライ

バシー保護連合学習の持続的・長期的な運用に向け、判定結果の継続的な検証及び新たなデー

タによる継続的な追加学習とその効果について検証を行った。 

 花岡グループでは、特に、効率的な秘匿逆行列および秘匿べき乗計算アルゴリズムを設計し、そ

れらに基づいて秘匿逆行列計算説明変数の秘匿化も可能な秘匿ベイズ最適化アルゴリズムの構

成を行った。盛合グループでは、小澤グループと連携し、協力銀行にシステム導入したプライバシ

ー保護連合学習の持続的・長期的な運用に向け、顧客口座データの標準化と疑わしい取引に関

する判定基準の標準化を進めた。小澤グループでは、判定結果の継続的な検証及び新たなデー

タによる継続的な追加学習とその効果について研究・検証を行った。具体的には、LightGBMなど

で使われている Gradient-based One-Side Samplingを改良し、継続学習の下で希少正例データを

優先的に残しながら、過去の負例データの多様性を維持するサンプリング手法を提案した。菅原

グループでは、CREST時に実証実験を行っていた被害口座検知に加えて、新たに加害口座検知

システムの導入と連合学習の本格的な試験導入支援を行った。 
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